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●
10
月
26
日

つ
ど
い

「オープニング」

「筑摩小学校金管バンド」

「筑摩小学校合唱団」「開成中学校吹奏楽部」

ド
リ
ー
ム
庄
内

第
７
回

庄 内 地 区
平成26年11月１日現在人口

世帯数
　男
　女
合 計

6,704戸
7,443人
7,464人

14,907人

庄内地区公民館発行 （ゆめひろば庄内）
電話 24-1811
FAX 24-1812

　

大
き
な
地
震
が
起
き
た
と
き
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
い
つ
も

考
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

発
災
時
に
、
ま
ず
屋
外
に
出
て

家
族
の
安
否
を
確
認
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
町
会
で
決
め
た
「
一
時
集

合
場
所
」
に
集
ま
り
、
皆
さ
ん
の

安
否
確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
。
そ

の
後
、
自
宅
に
帰
れ
な
い
人
は
、

指
定
避
難
所
に
移
動
し
て
、
避
難

し
ま
す
。
全
壊
な
ど
の
人
は
、
避

難
所
で
の
生
活
が
長
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

想
像
を
絶
す
る
避
難
所
生
活
を

す
こ
し
で
も
快
適
に
、
ス
ト
レ
ス

な
く
過
ご
せ
る
た
め
に
は
、
お
互

い
の
助
け
合
い
や
、
協
力
が
な
に

よ
り
必
要
で
す
。

　

今
年
の
「
ド
リ
ー
ム
庄
内
・
秋

の
つ
ど
い
」
で
は
、
ほ
ほ
え
ま
し

い
協
力
体
制
も
見
受
け
ら
れ
、
今

後
も
こ
う
い
う
体
験
を
重
ね
て
い

け
ば
、
万
一
の
備
え
に
な
っ
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

第
７
回
の
ド
リ
ー
ム
庄
内
は
10

月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、例
年
の「
秋
の
つ
ど
い
」

と
は
趣
向
を
変
え
て
、「
防
災
」
を

テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

防
災
と
い
っ
て
も
、
水
害
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
「
地
震
」

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
震
度
６
強
の
地
震
が

松
本
地
方
を
襲
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
い
う
行

動
を
と
っ
た
ら
い
い
の
か
？
参
加

者
全
員
で
考
え
な
が
ら
の
体
験
で

し
た
。

　

知
ら
な
い
人
同
士
で
も
、
助
け

合
い
、
協
力
し
あ
う
姿
も
見
え
て

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
せ
た
と
思

い
ま
す
。 秋

の
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▼

避難所体験の進行は「ゆ
めの会」の小林さん、公民
館の石田さん。

▲各人が８か所の「一時集合場
所」へ避難しました。

▼

▲具合が悪い動け
ない人。容体が急変
することがあるので
独りにしたり目を離
してはいけません。

▲▼ ▼消防署員による手
当の指導「身近にあるも
の、新聞や雑誌の束で患
部を固定します」

▼ ▼自分で動けない
寝たきりの人は担架や
毛布で運びます。

▲腕のケガ

▲足のケガ

一時集合場所では「応急手当」

一時集合場所から
「指定避難所への移動」

▼

▲足を痛めた人には肩を
貸すなど、お互い様の助け
合いが大切です。

▼指定避難所では運営委員
会が設置され、「避難者台
帳」を作ります。各責任者は
人数を把握しなければなり
ません。

▼避難所内は見知らぬ人も
集まります。生活が長期化す
るとコミュニケーションが何
よりも大事になります。

▲ ▼給水車による配水
「給水袋は６ℓと10ℓ」

食糧の配給「食事係が避難所の
人数分の食糧を調達します」

▲非常食▲おにぎり


